（別紙１）
事業の実施内容及び成果に関する報告書

１．事　　業　　名

　　平成19年度公設工業試験研究所の設備拡充補助事業
２．事業の実施経過

　（１）　事務手続き関係

　　平成1９年　４月　６日　内定通知書受理（４／１付）

　　　　　　　５月○○日　交付申請書提出

　　　　　　　５月○○日　交付決定通知書受理（○／○日付）

　　　　　　　５月○○日　誓約書、振込依頼届提出

　　　　　　　10月○○日　補助事業の状況報告書提出

　　平成２０年　○月○日　補助金精算払い申請書提出

　　　　　　　○月○○日　補助金受領（　　　　　　円）

（２）　事業関係

　　○○分析システムの導入

　　平成1９年　○月○○日　第１回○○機種選定委員会開催

　　　　　　　○月○○日　入札説明会の開催

　　　　　　　○月○○日　入札の実施

　　　　　　　○月○○日　購入契約締結

　　　　　　　○月○○日　納品、検収

○○測定装置の導入

平成１９年　○月○○日　第２回○○機種選定委員会開催

　　　　　　　○月○○日　入札説明会の開催

　　　　　　　○月○○日　入札の実施

　　　　　　　○月○○日　購入契約締結

○月○○日　納品、検収　　　　　　　　　　　　　　
３．実施内容及び成果

　（１）　実施内容

　　　　○○分析システムの導入
　　　　　○○分析システムは○○を測定・分析する装置である。この機器を導入することにより、電子機械工業のＩＣ基盤等部品の受託検査に使用され、地域の中小機械工業の製品・部品の性能の向上や標準化に役立つ。

　　　　○○測定装置の導入
　　　　　　　　　　　　　…
　（２）　成　　果

　　　　○○分析システムの導入
　　　　　この機器を導入したことにより、これまでの機器では対応できない、測定・試験が可能となった。

　　　　○○測定装置の導入
　　　　　　　　　　　　　…
４．事業実施に関して特許権、実用新案権等を申請又は取得したときはその内容


５．業界等において今後予想される効果

　　　○○分析システムの導入
　　　　　○○試験に対応でき、電機機械分野における製品の高付加価値化・差別化が図れる。また、地域の中小企業に対しては利用価値があり、コストダウン等大いに役立つことが予想される。

　　　○○測定装置の導入
　　　　　　　　　　　　　…
６．本事業により作成した印刷物（コンピュータ・ソフト等を含む）






















